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Service learning at Disaster Areas as Liberal Arts Education
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Abstract: This report describes the service learning programs which we conducted in the 
academic year 2017 at Kesennuma which suffered from the Great East Japan Earthquake 
and Kumamoto which suffered from the 2016 Kumamoto Earthquake and the 2017 heavy 
rain disaster. Through these service learning, the students came to have confidence, were 
motivated to study themselves, enhanced general ability and gained the sense of citizenship.  It 
is noteworthy that more than half of the members who went to Kumamoto were students with 
physical or hearing impairment, which made the session rich with diversity.  As UN Convention 
on the Rights of Persons with Disabilities (CRPD) states, the students were “facilitating peer 
support and mentoring”(art.24) and they promoted “positive perceptions” and “recognition of 
…their contributions to the workplace”(art.8). That kind of diversity is also the core concept of 
liberal arts.
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要旨：本稿は 2017 年度に行った被災地サービスラーニングをリベラルアーツからの視点か
ら論じながら報告するものである。2017 年度に筆者らは 2011 年の東日本大震災の被災地気









































































































参加した学生 17 名の内訳は１年生 7名、2年生 9名、4年生 1名であり、それぞれの参加回
数は 1年生は全員が初めて、2年生は 2回目が 4名、3回目が 5名、4年生 1名は 7回目の参加
であった。














































































































































































































































































































































社会福祉学部および大学院研究科の学生を募集し、7月 30 日から 8月 3 日の 5 日間、大地
震（2016 年 4 月 14 日 16 日）と豪雨被害（2017 年 7 月 5 ～ 6 日）を受けた熊本の被災地ボラ
ンティアや福祉避難所について学ばせることにした。









































































難所ではなかったが、4月 14 日の発災直後から校舎を解放した。16 日の本震後、避難してき
た地域の人々は 750 名、そのうち障害者やその家族を 60 名あまり受け入れ、5月 9 日の授業
再開後も、5月 28 日まで 24 時間体制で支援活動を行った。最後に残っていたのは、障がい者、
高齢者、生活困窮者たち 20 名弱だった。避難所で顕在化したのは社会階層、貧富の差であった。




































熊本市は障がい者 4万 2000 人のうち 9000 人に安否確認をしたところ、何等かの支援を発災
－ 94 －




















































阪神・淡路大震災当時の兵庫県には約 16 万人の身体障がい者、約 1万 8 千人の知的障が
い者が暮らしており、特に人的被害の激しかった神戸市、西宮市、芦屋市、淡路郡に限って
も、身体障がい者および知的障がい者の人数は 7万人を超える。肢体不自由者が最も多く、
10 万人弱であり、全体の 6割を占める。次に多いのは内部障がい者であり、約 3万人で全





































































































難所として開設し始めたのは 5月 10 日ころであり、それも十分に機能しているとは言い難い
状況であり支援物資をどこに受け取りにいけば良いのか、また、誰に尋ねればよいのかすら分
からず 2ヵ月たっても枕やシーツさえない福祉避難所も存在した。そして、災害当時、「福祉
避難所」の存在でさえ知らなかったという人が約８割だというデータも調査によって明らかに
された。また福祉避難所の設計にも問題があり、例えば、現時点で完成している仮設住宅は、
スロープは設置されているものの、車いすの幅が約 70 ｃｍであるのに対し、トイレの間口は
57cmしかなく、車いすでトイレの個室に入ることができない。また、トイレ内の空間が狭い
ため、	介助人が一緒に入ることもできないといったことなどから、バリアフリーの設計には程
遠いデザインの仮設住宅であったことが多かったということが明らかとなった。
一般避難所においても、自閉症など発達障がいを持つ子どもやその家族の多くが、トラブル
を恐れて避難所に入れず車や自宅での生活を強いられる羽目になってしまうといったケースも
存在した。
阪神・淡路大震災の時にすでに障がい者に対する対応について指摘があったにも関わらず、
現在も未だに公的機関の対応が未熟であるのは、健常者の障がいに対する理解や知識が希薄で
あることも理由の一つとしてあると思う。また現地だけでなく全国で理解と寄り添う心が広が
らなくては、災害など緊急時の対応ができないままなのではないかと感じた。昨年 4月に施行
された障がい者差別解消法で障がい者らへの合理的な配慮が義務付けられていることを意識し
て、普段から対応の訓練や準備を綿密にし、研究することが必要であり、緊急時においてこそ
もっとも有効に生かされるということではないだろうか。
おわりに
以上のように災害支援から学ぶべきものははかりしれない。予想外のことが起きること、ま
た多様な人々がいることを実感すること、人それぞれの価値観や嗜好があること、貧富の差が
顕在化すること、そのようなことを体験することはリベラルアーツ教育として極めて有意義で
－ 99 －
あった。福祉の大学として、災害に備えることは当然必要であるが、それ以上に人が生きるこ
と、非日常の中で何が起きるのかを通して人間を知ることがリベラルアーツの視点から大切な
のである。社会の縮図が避難所に描かれることも注目に値した。
今後はこの経験を授業でも活かしていくし、参加学生は、自らの学びを知的喜びとし、また
多くの友人に、学んだことを伝えていっている。何より障がいのある学生、そうでない学生、
多様な学生が共に学び合ったことは教養の幅を広げ、柔軟な知性を磨くことになったと思われ
る。
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